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災
害
対
策
に
つ
い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て

問 

　

市
で
は
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
地
震
、
風
水
害
対
策
、
土
砂
災
害
へ
の

対
応
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
優
先
し
て
行
っ
て
い
く
の

か
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

今
後
は
、
次
の
２
点
を
重

視
し
、
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

一
点
目
は
、
計
画
的
に
施
設
等
の
整
備
を
継

続
し
、
発
災
時
の
災
害
対
応
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
の
地
域
防
災
計
画
等
の
修
正
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
見
直
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
防

災
訓
練
に
よ
る
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
図

り
ま
す
。
二
点
目
は
、
市
民
の
防
災
意
識
の

向
上
と
、
自
主
防
災
組
織
の
能
力
強
化
で
す
。

こ
の
た
め
、
市
民
に
対
し
て
は
、
防
災
講
話

等
に
よ
り
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と

が
、
災
害
の
基
本
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
、

自
主
防
災
組
織
の
能
力
向
上
の
た
め
、
自
主

防
災
組
織
の
会
長
や
、
防
災
士
を
対
象
と
し

た
、
勉
強
会
に
よ
る
知
識
の
付
与
と
、
防
災

訓
練
の
実
施
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問 

　

大
阪
北
部
地
震
で
、
女
子
児
童
が

倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
犠
牲
と
な
る
痛
ま
し

い
事
故
を
受
け
て
、
国
も
緊
急
調
査
に
乗
り

出
し
、
自
治
体
で
は
、
安
全
点
検
や
、
新
た

な
補
助
金
制
度
の
創
設
・
拡
充
を
す
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
学
校
施
設
に
お
け
る

点
検
状
況
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

学
校
敷
地
内
に
あ
る

23
カ
所
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
傾
き
、
打
診
、
鉄

筋
探
査
に
よ
る
調
査
を
一
級
建
築
士
に
委
託

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
問
題
の
な
い
ブ
ロ

ッ
ク
塀
は
６
カ
所
、
改
善
等
の
必
要
が
あ
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
17
カ
所
と
い
う
報
告
で
し

た
。
こ
の
点
検
結
果
を
受
け
、
改
善
等
の
必

要
が
あ
る
17
カ
所
に
つ
い
て
は
撤
去
を
し
て

い
く
予
定
で
、
う
ち
８
カ
所
は
フ
ェ
ン
ス
等

の
設
置
を
考
え
て
お
り
、
現
在
、
撤
去
・
改

修
工
事
の
費
用
の
見
積
り
を
依
頼
中
で
す
。

問 

　

通
学
路
沿
い
の
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

点
検
状
況
と
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど
う

か
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

６
月
末
に
、
小
中
学

校
で
通
学
路
全
域
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
調
査
を
し
、
そ
の
報
告
を
も
と
に
、
山
武

土
木
事
務
所
と
市
都
市
整
備
課
で
安
全
点
検

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
県
か
ら
、

小
学
校
を
中
心
と
し
て
、
半
径
５
０
０
ｍ
以

内
の
通
学
路
で
、
１
・
２
ｍ
以
下
の
も
の
を

除
く
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
つ
い
て
再
調
査
の
依

頼
が
あ
り
、
現
在
、
各
小
学
校
で
再
調
査
を

実
施
し
、
９
月
中
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

再
調
査
の
結
果
は
県
に
報
告
し
、
県
の
指
示

を
受
け
て
、
今
年
度
完
了
を
目
安
に
合
同
点

検
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問 

　

今
回
の
大
阪
北
部
地
震
を
受
け
て

国
で
も
補
助
制
度
を
拡
充
し
て
い
ま
す
が
、

市
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
等
に
関
す
る

支
援
制
度
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答 

　

都
市
整
備
課
長　

国
及
び
県
か
ら
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
に
関
す
る
補
助
事
業
に

つ
い
て
、
安
全
ス
ト
ッ
ク
形
成
事
業
の
効
果

促
進
事
業
と
し
て
、
対
応
す
る
旨
の
照
会
が

あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
に
特
化
し
た
助

成
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

問 

　

市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
は
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
目
標
と
し
て
、
乗

合
率
を
高
め
、
効
率
的
な
運
行
と
な
る
配
車

を
検
討
し
、
利
用
者
満
足
度
を
高
め
、
新
た

な
利
用
者
確
保
に
努
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
改
善
要
望
と
し
て
、
他
地
域
へ
の

乗
り
入
れ
や
、
成
東
駅
な
ど
へ
の
配
車
希
望

も
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
対
応
に
つ
い

て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

乗
合
タ
ク
シ
ー
へ
は
、

地
域
外
運
行
の
要
望
が
多
く
あ
り
、
市
内
全

域
で
の
実
施
に
向
け
た
課
題
と
し
て
は
、
運

行
距
離
が
長
く
な
る
こ
と
で
、
１
日
の
運
行

本
数
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
予
約
が
取
り

づ
ら
く
な
っ
た
り
、
運
行
経
費
の
増
加
か
ら
、

運
賃
の
値
上
げ
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
路
線
バ
ス
や
一

般
タ
ク
シ
ー
へ
の
影
響
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
現
在
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、

基
幹
バ
ス
と
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
連
携
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
つ
い
て
も
、
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
で
検
討
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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